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12)量的にスターキ ングが勝るもの。
Serine, A■ anIIle

2)0詢 en C■Шter期 から開花期まで差がみ られ

るが,そ の差にあまり変化がみられないもの。

(1)量的に恵が勝るもの

■ρpertiC ao■ d, o■uta■ lC ac工こ, AreinlnO,

(2)量的にスターキングが勝るもの

該当な し

3)O reen。 ■●et er期又は
'ink blld期

に差 はみ

られるが開花期になるにつれて差がみ られなくなるも

の。

(1)量 的に恵が勝るもの

“

pr“ ille

(2)量 的にスターキングが勝るもの

ll■uta n■ ne,

4)商品種に差がほとんどみられないもの
嘔 re mユ Ile,0■ 70illle,Pheny■ a■anine, 7-▲ ■inob‐

uty■ ic ac■a(第 5図 )

また両種とも開花時期より落果後に減少がみられる

アミノ酸は C■uta■ linel 

“

partic ¨ェこ, Thre mino,

G工uta mic aci、 0■7● inO,Allaa■ n%Ve■ine,Meth‐

ioninl 工eo■ Ott● llle, Phenァ■a■ante, Ei etidinO, Lァ ‐

61nOお よび ArglntnOで ,一方,恵だけに減少がみら
れるものは Pro■ino,Louoineぉ ょび TFOginOが あり,

またスターキングだけに減少がみ られるものはSe■ ‐

neが あった。

化学分析の結果から恵とスターキングの間には以上

のような差がみられたが,今後は差のみられた成分に

ついて,花粉の生育に対する影彗,さ らには果実の結
実に対する影響を追跡する必要があると思われる。

4摘    要

gr00n c■usterか ら, 落花後まで生育ステージ別に

自家受精の高い恵と低いスターキングの花を供試 し,

糖および糖アルコール,有機酸,ア ミノ酸について成

分分析を行い,次のような相違点がみられた。
1 糖および糖アルコール ;
スターキングが Pl●レbmか ら満 開期にかけて増加
し,内 容 的 に は C■uco80,P‐ CtOSOお よ び SOrbitO■

が多か った。

2 有機酸 ;
スターキングではどのステージでもQuiこ工C ac工こが

多かった。

3 アミ′酸 ;
恵ではPrO■ inO,L Oucinら 工eo■Oucino・ TFoeiltt Va_

■in,Vethl onin%O rn■ thineぉょびL"ir.0カ:Pink uld

から満開期にかけて増加し,″ prtiC aciこ,0■uta■ ‐

1● ■claお よび ArBinlneは どのス7-ジ でも多かった。

スターキングでは SOineぉ ょび a■anineが PInk b■a

から開花期にかけて増加 した。
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リンゴわい性樹の外科処理時期と結実促進効果について

伊藤  明治・藤根 勝栄・能瀬 拓夫
(岩手県園芸試験場 )

1ま ぇ が き

リンtFわぃ性樹は,早期結実 (早期多収)良品生産・

省力化 という見地から関係者の関心が高く,新植にあ
た っては各地域ともそのほとんどがわい性樹となって

いる。これらわい性樹は台木の種類及び穂種との組合

せによって結実樹令あるいは着果量が異なることから

わい性樹幼木の花芽着生・結実促進をはかることが必

要であ り,こ のための一手段として リンギ ング(ス コ

アリング)処理の効果について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

供試品種 ふじ/1M106台 , 4年生樹
ウ三ルスパー/実生台 3年生

処理区制  1処理 3樹

処理時期 リンギン′処理  6月 1日 ,`月 15日 ,
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7月 2日 ,7月 15日
スコアリング処理 5月 25日 ,6月 1日 ,

`月

15日 , 7月 2日 , 7月 15日

処理方法 リンギングは接木部位の上10“の位置
に3m幅ではく皮処理 し,ス コアリングは,接
木部位の上10～15“ に,剪定のこぎりで一月切

第 1表  処理時期と翌年の効果

1 ふしについて
ふじ/MM 10`台 4年生樹に対するリンギングの花芽着

生効果はいずれの処理時期においても効果が認められ

た(第 2表 )。

(1)頂芽開花率でみると無処理 23“に対 し,6月 1

日処理,同 15日 処理では24¢ 前後の高い開花率翅らり,

皮処理 した。

3 試験結果
ふじ/MM 106及 びスターキング/Mア に対す るリン

ギング (ス コフ リング )処理時期別効果は第 1表のよ

うである。

7月 2日 処理では1``¢ と効果がやや劣り, 処理時期
の早いほど効果の高い傾向が認められた。

一方, スコア リング処理では 5月 25日 から 7月 15日

まで時期別に処理 した結果,頂芽開花率で最も高かっ
たのは 6月 15日 処理の187¢ t 最も効果の低か った
処理区は 7月 15日 の 26%で ,リ ンギング同様,処理時
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第 2表 樹の生育状況と新檎長
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期の遅れるはど効果の劣る傾向がみられた。

(2)結実果擬率では リンギング 6月 15日 処理が 6月

上旬調査で ,9%と 最も高く,次いで 6月 1日 の 88“ ,
ア月 2日 の

`8¢
の順であ った。

スコアリング処理でも6月 15日 が
'8%で
最も高く,

5月 25日 処理, 6月 1日 , 7月 2日 処理で |ま いずれも

ア%前後の結実果叢率であり, 処理時期の最も遅いア

月15日 では 08%と 低く,効 果は認められなかった。ま

た 6月 下旬の結実果叢調査では各処理区共ジョンドロ

ジブ等落果がみられ結実果叢率が低下し,´ コア リン

グ6月 15日 処理でわずか■8¢ の低下にとどまった 区

を除き他の処理区は前回調査の半分か 3分の 1く らい

に低下 した。

(3)新檎長では, リンギング及びスコア リング処理

注 . ※結実果叢率=菫 表笙菫豊  x400

(1)頂芽開花率について リンギングの処理期期別で,
は, 6月 1日 処理が95%で最も開花率高 く, 処理時期
の遅 くなるにしたがって開花率が劣 り, 7月 15日 の最

終処理では 545%と 低下した。
一方, スコァリングでもリンギング同様の傾向とな

り,無処理の 213%に 比較し高い効果が認められた。
(2)結実果叢率では処理樹の供試芽数が異なるため

一定の傾向は認めがたいが,無処理 3%に対 しスコア
リング6月 15日 処理では 154%と 高く,処理区中最も

劣ったリンギング6月 15日 処理でも 2倍 の6%の 果 授

率 となり処理効果が認められた。

(3)結実数では供試樹の頂芽数の多いものほど多い

傾向がみられ, り′ギング, スコアリング処理共,無

により生育が抑制された。 リンギング処理では 6月 1
日から7月 15日 まで処理区間にはとんど差は認められ

ず,いずれの処理区も無処理対比77%く らいの抑制と

な った。

スコア リングでは 5月 25日 から7月 15日 までの処理

で最も新檎長の短か ったのは処理時期の早い (5月 25

日 )区で無処理対比70%以 下処理時期の遅くなるにし

たがって新槍長の伸長がみられた。なお
`月
1日 処理

区では開花率も低く,新槍の伸びも大きいところから
スコアリング処理の不備があ ったものと推察される。

2 ゥェルスパーについて
ウェルスパー/実生台に対する リンギング, スコア

リングの処理は花芽着缶 結実促進に顕著な効果が認

められた (第 5表 )。

処理樹 3個に対 し3～ 10倍 くらい (11～ 27個 )の 結実

数 となり,処理効果が認められた。
なお, リンゴ産地では全国的にふらん病が激発して

おり,校幹等に傷をつけることはふ らん病菌浸入の恐
れがあるのでリンギング, スコアリング等切 り傷をつ

けた際はビニールテープ等で傷口をていたいに保護す

ることが必要である。

4要   約

ふじ/MM 106及 びウェル
^パ
ー/実生,幼木 (5～

4年生樹 )に対するリンギ ング及びスコアリングの処

理効果は高く, 処理時期では 6月 15日 ころが適期と思

われ, これより遅 くなるにしたがぅて効果が低下する。

第 5表 花芽着生,結実促進処理による翌年の効果

品 種 台 木 処理 方 法 処理月日
芽   数 開 花 率 130

Ⅸ
榔
結
果 結実数

頂  芽 腋  芽 頂 芽 腋  芽

実  生

リンギ ング 48 6  1

15

7  2

15

177

18'

159

156

596

55o

706

786

954

780

720

545

11 1

285

23
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68    120

60      11 5

ス8    123
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スコアリング 48 5 28

6 1
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7  2

265

191
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283
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